
                     

 

■参加方法 参加御希望の方は、ファックス（03-5638-7164）又は、電話（03-5638-7161）

で公益財団法人廃棄物・３Ｒ研究財団（受託事業者）に、できるだけ事前に申込みをお願いします。

（当日参加も可）  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                         （敬称略） 

 第１部 地域循環圏の形成に向けて （13:00 ～ 14:45） 

コーディネーター（独）国立環境研究所 社会環境システム研究センター長 藤田 壮 

コメンテーター （独）国立環境研究所 資源循環・廃棄物研究センター 主任研究員 稲葉 陸太 

         早稲田大学環境総合研究センター 准教授 小野田 弘士 

         ＮＰＯ法人持続可能な社会をつくる元気ネット事務局長 鬼沢 良子 
 

 基調講演：「地域循環圏」づくりについて（13:05～13:15）（環境省）  
 

 事例紹介（実証事業の報告と専門家からのアドバイス）（13:15 ～ 14:15） 
１．「名古屋駅周辺地区食品等循環圏形成モデル事業」三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング(株) 

２．「山口県南部食品廃棄物循環圏形成モデル事業」(株)廃棄物工学研究所 

 ３．「福岡県南筑後地域プラスチック等循環圏形成モデル事業」(株)ＴＲＥＳ 
 

 シンポジウム：地域循環圏づくりの推進に向けて（仮）（14:15～14:45） 
 

第２部 ２Ｒ（リデュース、リユース）の取組の推進に向けて （15:00 ～ 17:00） 

コーディネーター （独）国立環境研究所 資源循環・廃棄物研究センター 室長 田崎 智宏 

コメンテーター   早稲田大学環境総合研究センター 准教授 小野田 弘士 

          （公社）全国都市清掃会議 専務理事 佐々木 五郎 

           町田市環境資源部３Ｒ推進課 担当係長 山岡 誠 

          （一社）日本リユース機構（ＪＲＯ） 代表理事 波多部 彰 

           ＮＰＯ法人中部リサイクル運動市民の会 リサイクラー 浅井 久美 

           ＮＰＯ法人ＦｏＥＪａｐａｎ 瀬口 亮子 
 

 基調講演：２Ｒの先進的事例について（15:05 ～ 15:25）（環境省）  
 話題提供：コメンテーターによる話題提供（15:30 ～ 16:30） 
 シンポジウム：２Ｒ推進に向けた取組主体の連携について（仮）（16:30 ～ 17:00） 
 

 

 

主催 環境省 

天然資源の消費を抑制し、環境への負荷加ができる限り低減される社会、「循環型社会」。 
このような社会の形成に向けて、さまざまな取組が進められています。 

 環境省では、広く知られるようになった「３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）」に加え、「地
域循環圏」の形成と、リデュースとリユースに重点をおいた「２Ｒ」の推進にも取り組んでいます。 
 今般、これらの取組状況を知っていただくためのシンポジウムを開催することといたしました。 
 どうぞ奮って御参加ください。 
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